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｢できない｣を｢できる｣に変える!! 木村としあき (知事候補予定者) 
日高ルネッサンス ｢再生｣    馬場 おさむ (道議候補予定者) 

 日高地本は去る1/22、日高町門別公民館において2011国民春闘討論集会を

開催し、８単組総支部32名(来賓等含まず)が結集し討論を行いました。 

 橋本日高地本委員長は冒頭挨拶で、｢①連合は今春闘で１％の賃金改善を掲げ
た。これ以上の人件費削減は低成長とデフレからの脱却を困難にする②労働協約
締結権回復を視野に入れ｢要求⇒交渉⇒妥結｣という闘争サイクルの実践徹底を③
公共サービスの現場から政策提言を行い地域活性化につなげることは我々の責務
であり政治闘争の本質である。その意味でも｢知事選⇒木村としあき｣と｢道議選
⇒馬場おさむ(自治労組織内)｣の勝利により、北海道における政権交代を果たさ
なければならない｣と訴えました。 

 また、道本部からは杉谷副委員長･大出企画総務部長、自治労共済より鈴

木副部長･出雲書記が出席し、それぞれ挨拶・提起をいただきました。さら

に来賓の道消協岩見沢ブロック高橋議長(浦河消防協)からは｢消防職員への

団結権付与を見据え、道本部からの消防職場実態調査の提起をきっかけに、

各単組のみなさんに消防職場との関わりをぜひ持ってほしい｣という提起を

挨拶の中でいただいてきています。 

 道本部・地本提起後の全体討論では主な発言として、 

＊秋闘交渉の中で人事院勧告に関する総務副大臣通知の内容が理事者に理解さ
れない。｢人勧準拠・管内横並び｣意識が払拭されない中で、地本として先行して
プラス回答を得る単組を設けることやたたかうポイントを絞る必要性があるのでは 

＊当初予算学習会を取り組む中で、ストライキ投票の学習会にも位置づけている 
＊臨時・非常勤等職員アンケートは良い取り組みであり、従来難しかった臨時職員と

関わりを持つためのきっかけづくりになる 
＊秋闘では独自削減の解消に向け労使交渉による妥結決着を確立してきている 
＊公務職場における労使関係が変わることについて討論を深めていきたい 
など６本の発言がありました。 

 道本部や地本による答弁ののち、橋本委員長が｢賃金・労働条件は勝ち取るも
のであり、我々の交渉スキル充実や根拠ある要求の確立が必要である。そのための
学習を単組でもお願いしたい。また、知事選はもちろん、本日民主党用務で参加で
きなかった馬場さんのたたかいを含め、統一自治体選挙闘争をぜひ2011春闘と結
合して取り組んでほしい｣と集約し、団結ガンバローで集会を終了しました。 
 2013年の｢人勧廃止⇒当局とのガチンコ交渉｣を見据え、春闘を軸に据えた

賃金闘争サイクルの確立が現実として求められます。春闘を契機に組織強化

を図るとともに、統一自治体選挙の完全勝利を勝ち取りましょう!! 

職場・生活実態から要求を積み上げよう!! 
｢要求⇒交渉⇒妥結｣の実践と2011統一選の勝利を!! 

2011日高地本国民春闘討論集会を開催しました 

 

 
橋本委員長あいさつ 

 
多くの参加に感謝します 

 
真剣な討論をいただきました 

 
第２回単組･総支部代表者会議を開催 
知事選候補｢木村としあき｣さんを推薦決定しました 

 
 春闘討論集会に先がけ同日午前中に第２回単代会議を開催しまし
た。主な議題は、①大会後選出分を含めた執行体制の確認②2010秋期
闘争総括及び2011春闘方針の確認③組織強化課題 等でした。 
 また、北海道知事選候補予定者として前小樽市職員で農水相官房長
官だった｢木村としあき｣さんを推薦決定し、推薦決定済である道議選
｢馬場おさむ｣と結合し今後取り組みを進める意思統一を行いました。 
 2011春闘や臨時・非常勤職員アンケート、消防職場実態調査など統
一選のみならず取り組むべき課題は山積しています。職場の大変さに
埋没することなく、みんなで取り組みを強化していきましょう!! 

 

日高地方本部は推薦します!! 

 
日高地方本部 

2011春闘総決起集会 
開催予定です!! 

 

  と き   ２月17日(木) 夜 

  ところ   新ひだか町公民館 

前段に何かあるかも!?(なので開始未定) 


